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　このたび、大阪府森林組合「第23回通常総代会」が開催されますことを、心からお
喜び申し上げます。
　栗本組合長様をはじめ、役員及び組合員の皆様には、日頃から本府の森林行政の
推進にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、近年の林業・木材産業をめぐる状況をみますと、国内の木材需要量が増加傾
向にある中、木材自給率は3年連続で40％を超え、円安などの影響により今後も国産
の需要は増加が見込まれます。
　大阪府としても、この機会をとらえ、府内の建築物に大阪府内産木材を積極的に活
用していただくことが重要と考えています。
　このような中、いよいよ来年4月には「大阪・関西万博」が開幕します。世界最大級
の木造建築物となる大屋根「リング」をはじめ、会場整備で木材が使われており、大阪
ヘルスケアパビリオンでは大阪府内産材も使用されることとなっております。
　大阪府森林組合様におかれましては、森林の健全な維持保全と木材の安定供給の
ため、日々ご尽力いただいていることに対し、深く感謝申し上げます。
　大阪府におきましては、府内での森林整備や府内産木材の利用によるCO2森林吸
収量・木材固定量を認証する制度を昨年、創設しました。森林整備や木材利用の取組
みに付加価値を付け、森林資源の循環利用を進めるとともに、府内産木材の更なる
活用に繋げて参りますので、引き続き、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上
げます。
　結びに、貴組合の今後ますますのご発展と、役員及び組合員の皆様のご健勝、ご多
幸を心から祈念し、お祝いの言葉といたします。

令和6年８月２0日� 大阪府知事　吉村　洋文

　令和6年8月20日　大阪府森林組合第23回通常総代会を開催しました。
　第 1号議案「令和 5年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金
処分案、注記表及び附属明細書の承認について」、第 2号議案「令和 6年
度事業計画の設定について」、第 3号議案「令和 6年度借入金の最高限度

額の決定について」、第 4号議案「令和 6年度余裕金預け入れ先の決定に
ついて」、第 5号議案「定款の一部改正について」、第 6号議案「定款附
属書の一部改正について」、第 7号議案「役員報酬の決定について」と附
帯決議を上程し、各議案とも原案通り可決・承認されました。

第２３回大阪府森林組合通常総代会が開催されました

大阪府森林組合第23回通常総代会　祝辞 　今年の元旦に、能登半島で大地震、7月び山形県、秋田県で梅雨前線豪
雨による激甚災害が発生し、犠牲になられた方、被害にあわれた方に、お
悔やみとお見舞いを申し上げます。
　さて、今年の6月から、国の森林環境税が徴収されるようになり、これ
らの財源を活用し、森林を適切に整備することで、土砂災害を抑制し、二
酸化炭素の吸収と、木材利用による貯蔵という国民が享受する公益的機能
に加え、陸上世界において、温暖化の原因である二酸化炭素を吸収し減ら
すことができるのは森林だけであることを、声を大にして伝えなければな
らないと思います。
　さて令和5年度における当組合の取扱高は、市町村より発注を受ける国
の森林環境譲与税事業に向けた取り組み、森林整備や木材利用等、幅広い
分野の事業を受注しました。
　その他、大阪府内産木材を供給するための販売事業、加工事業でも収益
を確保しつつ、組合員の皆様に木材を販売した利益の還元を図れるよう努
めました。
　また令和6年4月からは南河内樹木リサイクルセンターを再開するなど、
大都市で求められる様々な木材の利活用に取り組んだ結果、10期連続の
黒字による決算となりましたことをご報告いたします。
　このことは組合員の皆様と関係機関の方々によるご支援の賜物と感じて
おり、改めてお礼申し上げる次第です。
　また当組合は協同組合として、組合員の皆様に組合を活用していただけ
るよう、個人の組合員の皆様より組合に業務を発注いただいた際に見積額
より10％の割引制度を創設しており、令和5年度は2000万円を超える組
合利用をいただき、200万円以上の還元をはかっておりますことを併せ
てご報告申し上げます。
　引き続き、組合員各位のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
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科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部）

流動資産
現金・預金 1,330,191,088
さきもり基金 504,563,305�
売掛金・未収金 61,524,510

貸倒引当金 △ 366,000 61,158,510
たな卸資産 27,822,048
立替金 81,962,256
その他 1,948,913

流動資産合計 2,007,646,120

固定資産
有形固定資産 1,279,123,943
　減価償却累計額 △1,054,222,569 224,901,374
無形固定資産 2,123,534

外部出資
系統出資金 35,870,000
系統外出資金 9,827,000
子会社等出資 10,000,000

外部出資金合計 55,697,000

その他の固定資産
農林漁業資金貸付金 1,487,453
　　貸倒引当金 △ 305,000 1,182,453
その他 5,000,000

その他の固定資産計 6,182,453
固定資産合計 288,904,361

資産合計 2,296,550,481

科 目 内 訳 小 計 合 計
（負債の部）

流動負債
買掛金 13,859,187
未払金 66,849,160
前受金 1,768,293
預り金 96,785,536
その他 22,492,673

流動負債合計 201,754,849

固定負債
農林漁業資金借入金 1,487,453
預り保証金 8,220,000
退職金給付引当金 113,526,614
役員退任慰労金引当金 11,630,000
特例業務負担金引当金 38,178,355
基金預り金 504,000,000
組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
その他積立金・基金 0
固定負債合計 588,942,422

負債合計 790,697,271

（資本の部）
出資金 198,977,000

出資金合計 198,977,000
剰余金
準備金・積立金 1,224,719,829
当期末処分剰余金 82,156,381

剰余金合計 1,306,876,210
資本合計 1,505,853,210

負債・資本合計 2,296,550,481

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 1,150,195,569
　　2. 費用 910,938,187
　　事業総利益 239,257,382
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 147,132,232
　　2. 旅費交通費 2,610,154
　　3. 事務費 5,748,423
　　4. 業務費 4,444,630
　　5. 諸税負担金 6,848,736
　　6. 施設費 60,440,927
　　7. 雑費 0
　　事業管理費計 227,225,102
　　事業利益 12,032,280
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 2,076,152
　　2. 事業外費用 647,051
　　事業外損益 1,429,101
　　経常利益 13,461,381
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 850,000
　　2. 特別損失 999,000
　　特別損益 △ 149,000
　　税引前当期利益 13,312,381
　　法人税及び住民税額 1,156,000
　　当期剰余金 12,156,381
　　前期繰越剰余金 70,000,000
　　当期未処分剰余金 82,156,381

部 門 別 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 3,357,963 1,910,000 △ 1,447,963

販 売 部 門 173,539,280 180,515,904 6,976,624

加  工  部  門 104,154,473 104,879,881 725,408

森林整備部門 629,886,471 862,889,784 233,003,313

合 　 　 　 計 910,938,187 1,150,195,569 239,257,382

摘 要 積算内訳 小 計 合 計

Ⅰ当期未処分剰余金 82,156,381

Ⅱ剰余金処分額

　　1. 法定準備金 2,440,000

　　2.�任意積立金 9,716,381 12,156,381

Ⅲ次期繰越剰余金 70,000,000

令和5年度決算報告
貸借対照表（令和6年5月31日現在）

損益計算書（令和5年6月1日〜令和6年5月31日） 部門別損益計算書

令和5年度剰余金処分案

1. 受取手形の割引高は 0 円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0 円である。

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）
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　令和６年度より国の森林環境税としての徴税が開始
され、様々な課題を抱える森林を、その恩恵を享受す
る国民全体で支え、地球温暖化防止や水源涵養といっ
た森林の公益的機能の高次発揮を図るための整備を進
めていくこととされています。また国民病とも位置付
けられる花粉症の発生源対策として、まずはスギ林に
ついて、その2割を皆伐し、スギ人工林の植替え促進
とともに、スギ材の需要拡大、そのための労働力の確
保というパッケージング事業の推進を図るとされてい
ます。いずれも推進を図るべき事業であり、現在の豊
かな森林資源は、先代が造林育成したものです。その
森林資源を有利な形で利用され、次代に望ましい再造
林策となるよう行政機関と連携を図りながら、有意義
な事業の構築と提案に努めます。
　当組合では、令和６年5月28日開催の理事会におい
て、令和10年までの中期経営計画を決議しました。
その計画に基づき事業の推進を図ってまいります。

　森林整備において、令和６年度より新たに４年間を
事業期間として施行された大阪府の森林環境税事業は、
森林区域の集水域における流域治水対策などを目的と
されており、同事業の受託に努め森林整備の推進に取
り組みます。
　また木材共販所では、その敷地内に森林リサイクル
施設を開設し、共販事業の補完的役割としてはもちろ
んのこと、先に事業を開始した高槻森林資源加工セン
ターとともに木質資源のリサイクルに取り組みます。
　さらに能勢町内において、農林中金森林再生基金の
採択を受け、管理が行き届かず薮状化する雑木林に獣
害対策を施したうえで、新たにクヌギやクリを植栽し、
経済林化の新たなモデル構築を進めます。
　令和6年度は、これらの取り組みの着実な進捗を図
ることで経営基盤の強化を図るとともに、組合員様が
所有する森林の整備に努めてまいります。

Ⅰ 全体概要

１．系統の全国統一目標（スローガン）
～地域森林の適切な利用・保全と林業経営の更なる発展に向けて～

　我々森林組合系統は、厳しい林業経営環境において、地域の森林を守り育て、組合
員の経済的社会的地位の向上に取り組んできた。
　令和６年度より森林環境税が広く国民から徴収される中、地域の森林整備の主たる
担い手として、森林環境譲与税の活用に協力しつつ、引き続き適切な森林の利用・保
全を通じて森林の持つ公益的機能の維持・増進を図り、SDGsの達成に貢献していく。
　その上で、先人が植えた人工林が成熟期を迎えた今こそ、森林組合系統を挙げて、
持続可能な林業経営を通じて、以下の３つの課題に取り組むこととする。

（１）組合員サービスの向上
　組合員の意向が多様化している中、協同組合として組合員に対して「何ができる
か」を考え実践する。その一つとして、組合員への一層の利益還元を実現する。

（２）働く人の所得向上・就業環境改善
　他産業との賃金格差や労働環境等の課題がある中、内勤職員・現場技能者について
所得の向上・労働安全対策をはじめとした就業環境改善を進める。

（３）事業拡大・効率化による経営の安定
　森林環境譲与税や森林経営管理制度、森林組合法改正などの新たな仕組みが始まっ
た中、事業拡大やICTの活用を含めた効率化を進め、安定的黒字経営を実現する。

２．中期経営計画期間

令和10年度末まで

Ⅱ ５年後に目指す姿

１．ビジョン

◦組合員に信頼され、組合員利用が進む森林組合。
◦�木材生産及び販売を通じた利益を組合員に還元することで、地域林業の振興に役割
を果たす。
◦�森林整備を通じて、豊かな環境づくりや水源涵養、災害の減災や生物多様性に寄与
するなど社会貢献の実現を目指す。
◦職員が十分な収入を得て定着し、いきいきと働くことができる職場づくり。

◦無事故、無災害の組織づくり。
◦�大阪府内の協同組合や非営利共同セクターと連携を進め、共通課題の解決に取り組む。

２．目指す姿  

（１）組合員について
◦組合員名簿を常に最新の状態に更新を図る。
◦�組合員への利益還元を最大の目標とし、組合利用を通じた配当等が可能となる組織
運営を目標とする。

◦�組合員7000名、出資金199,000千円の維持を目指し、木材生産に伴う還元など組
合加入のメリットをアピールし、加入促進に努める。

◦組合員の組合への参画を促進し、若年層及び女性の組合員・理事の拡大を目指す。
◦�組合員と森林組合をつなぎ、各地区の森林・林業の振興を図る目的で設置される林
業推進協議会などについて、各支店の運営委員会とも連携を図りながら、地区森林
の課題の抽出や、その解決のための政策要望を取りまとめるなど、広範な取り組み
を進めるものとする。

（２）職員について
◦�安定的な雇用と職員80名体制（うち直営作業班30名）を実現し、直営体制を整える。
◦若年層の計画的かつ積極的な採用を目標とする。
◦�現在の就業規則に定められる定年年齢60歳を65歳まで引き上げ、労働力の確保と
ともに若年層の指導役としての役割を担わせる。

◦�働き方のニーズに合わせた雇用形態を創出し直接雇用することで、現場技能者の地
位向上や定着を図る。

◦新規採用にあたっては、緑の雇用事業など質の高いプログラムを積極導入する。
◦�緑の雇用事業における指導員としての資格の取得を推進するなど、人材育成の組織
内レベルを押し上げる。

◦�リスクアセスメントの取組みや、組織内外双方による安全パトロール等を通じて、
より高度な安全意識の醸成を図り、休業を伴う労災の発生ゼロを目指す。

（３）事業について
◦総事業取扱高15億円以上、事業利益30百万円以上を維持する。 
◦令和10年度中に年間5,000㎥の素材生産量を図り、地域の木材需要に応える。
◦計画的に主伐10ha/年を実施し、高齢級森林の更新を進める。
◦�主伐で1㎥当たり2,000円、搬出間伐で1㎥当たり1,000円の組合員への還元を実
現する。

◦販売部門及び加工部門で常態として粗利の黒字化を目指す。
◦�事業の各分野においてデジタル化とともに関係職員間での情報の共有化を進め、事
業の進捗の効率化を図る。

大阪府森林組合
中期経営計画について

部 門 費 用 収 益 損 益
指導部門 4,200 2,320 △ 1,880
販売部門 186,710 195,100 8,390
加工部門 95,700 96,500 800

森林整備部門 624,877 829,464 204,587
合　　計 911,487 1,123,384 211,897

Ⅰ．事業総利益������������ 211,897

Ⅱ．事業管理費������������ 206,270

Ⅲ．事業外損益�������������� 600

Ⅳ．特別損益���������������� 0

Ⅴ．利益剰余金（税引前剰余金）������ 6,227

1 部門別損益計画

2 事業総損益

（単位：千円）

令和6年度事業計画

　当組合では令和6年から5カ年の中期経営計画を立案し、理事会で決議されました。
　組合の取扱事業量は国もしくは大阪府、市町村発注の事業が多くを占め、その予算配分により、取扱量は変動す
ることが予想されます。しかし組合運営の方針を定め、役職員がそれに基づき、関係各所へ事業の提案や要望を行
うことにより、取扱事業を確保し、法令順守とともに安定的な組合運営に努めることを目標に計画を立案しました。
　なお立案した計画は可能な限り、その方針に基づき進捗を図るものとしますが、見直しを要する状況になった場
合は、柔軟な対応を図ってまいりたいと考えています。
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講
ず
る
こ
と
」
と
附
則
に
記
さ
れ
て
お

り
、
関
係
省
庁
や
学
術
経
験
者
、
業
界

関
係
者
に
よ
る
検
討
会
な
ど
を
通
し
て
、

令
和
4
年
に
見
直
し
の
方
向
を
取
り
ま

と
め
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
今
回
の

改
正
と
な
り
ま
す
。

現
行
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
概
要

平
成
29
年
に
施
行
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
は
、
木
材
市
場
か
ら
小
売
事

業
者
ま
で
を
事
業
者
（
輸
入
木
材
に
も

規
制
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
国
産

材
に
限
り
ま
す
）
と
し
て
位
置
づ
け
、

事
業
者
に
対
し
、
木
材
な
ど
を
利
用
す

る
に
当
た
っ
て
は「
合
法
伐
採
木
材
等
」

を
利
用
す
る
と
い
っ
た
努
力
義
務
を
課

し
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
以
下
の
2
点
を
求
め
て

い
ま
す
。

①
取
り
扱
う
木
材
等
に
対
す
る
合
法
性（
伐

採
届
等
、
わ
が
国
の
法
令
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
）
の
確
認

②
取
り
扱
う
木
材
を
販
売
・
出
荷
す
る
場

合
に
①
で
確
認
し
た
内
容
の
出
荷
先
へ
の

伝
達

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
成
果

国
で
は
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
の
理
解
と

令
和
5
年
、
第
2
1
1
回
通
常
国

会
に
お
い
て
「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流

通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
と
い

い
ま
す
。）
の
一
部
改
正
が
成
立
し
た

こ
と
を
受
け
、
令
和
7
年
4
月
1
日
よ

り
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
令
和
4
年
に

８
千
５
百
万
㎥
の
木
材
需
要
が
あ
り
、

国
産
木
材
が
40
％
を
供
給
し
、
そ
れ
以

外
を
外
国
産
材
が
補
っ
て
い
る
状
況
か

ら
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
違
法
伐
採
木

材
が
流
通
す
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い

問
題
で
す
。

違
法
伐
採
問
題
は
、
平
成
17
年
に
開

催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
各
国
で

の
違
法
伐
採
対
策
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、

わ
が
国
で
も
平
成
18
年
か
ら
政
府
調
達

の
木
材
に
つ
い
て
は
合
法
性
が
確
認
さ

れ
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
平
成
28
年
に
開
催
さ
れ
た
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
、
政
府
調
達
の
如

何
に
関
わ
ら
ず
、
合
法
性
が
確
認
さ
れ

た
木
材
を
使
用
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、

平
成
29
年
5
月
に
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
に
は

「
施
行
後
5
年
を
目
途
に
施
行
状
況
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を

周
知
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
媒
体
を

活
用
し
て
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
た
結

果
、
木
材
関
連
事
業
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
約
9
割
が
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
を
認
知
し
、
さ
ら
に
約
7
割
が
合
法

性
の
担
保
が
重
要
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
取
り
扱
っ
た
木
材
全
量
に
対

し
て
合
法
性
が
確
認
で
き
た
と
す
る
事

業
者
の
割
合
は
約
6
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

違
法
伐
採
対
策
に
関
す
る
各
国
の
動
向

各
国
に
お
い
て
も
、
違
法
伐
採
対
策

に
関
す
る
法
令
を
制
定
又
は
改
正
す
る

動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
G7
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

大
臣
会
合
に
お
い
て
、
違
法
伐
採
対
策

を
含
む
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
木
材

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

G7
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
文
書
で
も
持
続
可

能
な
木
材
利
用
の
重
要
性
が
共
有
さ
れ

ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

5
年
後
の
見
直
し
の
方
向
の

取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

国
で
は
学
識
経
験
者
や
業
界
関
係
者

が
委
員
と
し
て
参
加
し
た
検
討
会
に
よ

る
中
間
と
り
ま
と
め
を
基
に
、
関
係
官

庁
と
連
携
し
、
さ
ら
に
関
係
者
の
意
見

も
取
り
入
れ
つ
つ
、
令
和
4
年
12
月
に

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
5
年
後
見
直

し
の
方
向
」
を
次
の
と
お
り
、
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

・
違
法
伐
採
の
根
絶
は
世
界
の
潮
流
で
あ
り
、

違
法
伐
採
問
題
に
厳
正
に
対
処
し
、
合
法

伐
採
木
材
等
の
み
が
流
通
す
る
世
界
に
し

て
い
く

・
我
が
国
の
木
材
自
給
率
が
50
％
に
満
た
ず
、

合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
等
が
全
体
の

40
％
と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
と
と
も
に
、
国
産
材
の
供

給
拡
大
等
の
取
り
組
み
を
進
め
つ
つ
、
違

法
伐
採
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む

・
川
上
の
木
材
関
連
事
業
者
が
合
法
性
確

認
等
に
確
実
に
取
り
組
む
よ
う
義
務
付
け
、

違
法
伐
採
木
材
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
を

明
確
に
す
る

・
改
正
法
は
施
行
後
3
年
を
目
処
に
、
木
材

関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認
等
の
流

通
な
ど
の
状
況
も
踏
ま
え
検
証
す
る
。

加
え
て
、
木
材
関
連
事
業
者
の
合
法

性
確
認
、
合
法
伐
採
木
材
の
安
定
供
給
、

事
業
者
の
負
担
軽
減
、
消
費
者
な
ど
の

理
解
の
醸
成
及
び
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
、

政
府
の
実
施
状
況
把
握
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
改
正
の
概
要

令
和
7
年
4
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ

る
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
こ
こ
で
は
国
産
材
に
限
り
ま
す
）

①
国
内
市
場
に
お
け
る
木
材
流
通
の
初
期

段
階
で
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
川
上
の
木
材
関
連
事
業
者
に
対
し
、

素
材
生
産
販
売
事
業
者
か
ら
木
材
等
の

譲
受
等
を
す
る
場
合
に
、
合
法
性
の
確

認
等
、
記
録
の
作
成
・
保
存
及
び
情
報

の
伝
達
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
性
の
確

認
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
素
材

生
産
販
売
事
業
者
に
対
し
、
当
該
木
材

関
連
事
業
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
原

材
料
情
報
等
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

③
合
法
性
の
確
認
等
の
情
報
が
消
費
者
ま

で
伝
わ
る
よ
う
、
小
売
事
業
者
を
木
材

関
連
事
業
者
に
追
加
す
る
。

④
①
及
び
②
に
関
し
、
主
務
大
臣
に
よ
る

指
導
・
助
言
・
勧
告
・
公
表
・
命
令
・
命

令
違
反
の
場
合
の
罰
則
等
を
措
置
す
る
。

⑤
木
材
関
連
事
業
者
が
①
の
ほ
か
、
合
法

伐
採
木
材
等
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
措
置
と
し
て
、
違
法
伐

採
に
係
る
木
材
等
を
利
用
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
措
置
等
を
明
確
化
す
る
。

⑥一定
規
模
以
上
の
川
上
の
木
材
関
連
事
業

者
に
対
す
る
定
期
報
告
の
義
務
付
け
及

び
関
係
行
政
機
関
の
長
等
に
対
す
る
協

力
要
請
を
措
置
す
る
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
、
木
材
を
取

り
扱
う
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
木
材
を

使
用
す
る
消
費
者
を
も
含
め
た
木
材
の

流
通
に
関
わ
る
全
て
の
関
係
者
が
、
木

材
の
合
法
性
に
関
心
と
理
解
を
深
め
、

そ
の
実
効
性
を
高
め
る
必
要
性
を
規
定

す
る
も
の
で
す
。

当
森
林
組
合
は
、
素
材
を
生
産
し
、

流
通
・
加
工
・
利
用
を
担
う
組
織
と
し

て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
木
材
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
様
々
な
法
律
の
遵
守
と

情
報
発
信
等
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■ 主要国の違法伐採対策

EU

·EU市場における最初の木材の取扱者を対象
·違法伐採のリスクの確認義務を課す
· 確認義務が不履行であり、違法伐採木材を取引した場合に罰則

あり

豪州
· 木材輸入業者、国産丸太加工業者を対象・違法伐採のリスクの確

認義務を課す・確認義務が不履行であり、違法伐採木材を輸入も
しくは加工した場合に罰則あり

米国
· 木材の輸出入、売買を行い全ての者を対象・違法伐採木材を取り

扱わないよう十分な注意義務を課す・違法伐採木材を取引した
場合に罰則あり

韓国
· 木材輸入業者を対象・木材の合法性証明書類を提出しなければ

輸入を禁止

中国
· 2020年の森林法改正により違法伐採木材の購入、加工、輸入に

対する規制を措置し、その詳細である施行規則を検討中

NZ ·新たに合法性を担保する制度の導入を検討中

クリーンウッド法改正の主な内容
事業者

合法伐採木材等の利用に努める義務

木材関連事業者の
求めに応じ、情報
提供を義務化

素材性生産販売者
( 立木の伐採・販売等 )

川上の木材関連事業者
( 原木市場、製材工場等 ) 他の木材関連事業者

( 家具工場、製紙工場、
  建設事業等 )

小売事業者
消費者

小売事業者を木材
関連事業者に追加

合法性の確認等を
確実に行う者を登録

合法性の確認
等を義務化

合法性の確認等を
確実に行う者を登録

木材輸出事業者 水際の木材関連事業者
( 輸入事業者 )

改正点

※文中の記述は割愛していますが
　クリーンウッド法では輸入木材も
　対象となります

取り扱う木材等に対する合法性を高める
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2
0
2
2
年
12
月
に
生
物
多
様
性

条
約
第
15
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
15
）

で
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多

様
性
枠
組
」
が
採
択
さ
れ
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
「
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止

め
、
反
転
さ
せ
、
回
復
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
緊
急
行
動
を
と
る
」
と
い
う
目

標
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
成
果
指
標
の一

つ
と
し
て
、「
農
林
水
産
業
が
営
ま
れ
る

地
域
の
持
続
可
能
な
経
営
管
理
」
等
が

目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
動
き
を
受
け
て
、

今
年
3
月
に
林
野
庁
が
「
森
林
の
生
物

多
様
性
を
高
め
る
た
め
の
林
業
経
営
の

指
針
（
中
間
と
り
ま
と
め
）」
を
策
定
・

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
指
針
の
紹
介
と
と
も

に
、
当
森
林
組
合
で
の
今
後
の
取
組
み

方
向
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
ま
す
。

1
．

﹁
森
林
の
生
物
多
様
性
を
高
め
る

た
め
の
林
業
経
営
の
指
針︵
中
間

と
り
ま
と
め
︶﹂の
概
要
紹
介

指
針
策
定
の
動
機
・
目
的
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
森
林
は
、
多
岐
に
わ
た
る
生
物
種
の

生
育
・
生
息
場
所
と
な
って
い
る
が
、
森

林
の
経
営
管
理
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ

の
影
響
の
評
価
手
法
や
、
生
物
多
様
性

を
高
め
る
た
め
の
森
林
の
管
理
手
法
は

必
ず
し
も
明
確
と
な
って
お
ら
ず
、
森
林

に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
の
取
組
に

関
す
る
情
報
発
信
も
十
分
に
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
森
林
の
生
物

多
様
性
を
高
め
る
た
め
の
林
業
経
営
の

あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

森
林
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
に

資
す
る
森
林
管
理
の
実
践
例
に
つ
い
て
の

知
見
を
参
考
に
し
つ
つ
、
本
指
針
（
中

間
と
り
ま
と
め
）
を
作
成
す
る
」
と
の

こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
の
指
針
で
は
、
林
業
事
業

体
等
が
生
物
多
様
性
保
全
に
取
り
組
む

意
義
・
目
的
と
し
て
、
次
の
3
点
を
示

し
て
い
ま
す
。

•
林
業
生
産
活
動
は
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

発
揮
に
貢
献

•
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
生
物
多
様

性
保
全
は
林
業
経
営
の
新
た
な
収
益
機

会
•
生
物
多
様
性
の
保
全
に
も
資
す
る
森
林

管
理
の
集
約
化

さ
ら
に
、
指
針
で
は
、
森
林
の
生
物

多
様
性
を
高
め
る
た
め
の
森
林
管
理
手

法
が
何
点
か
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

森
林
組
合
が
行
っ
て
い
る
森
林
整
備
事

業
で
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の

ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
こ
と
か
ら
、
指
針
中
の

「
人
工
林
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保

全
に
配
慮
し
た
森
林
施
業
」
で
示
さ
れ

て
い
る
内
容
を
次
の
と
お
り
、
紹
介
し

ま
す
。

・
全
て
の
人
工
林
で
共
通
し
て
取
り
組
む
べ

き
事
項
と
し
て
は
、
適
時
、
適
切
な
間
伐

の
実
施
な
ど
の
計
画
的
な
森
林
施
業
に
加

え
、
土
砂
流
出
や
土
壌
侵
食
の
防
止
、
生

物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
渓
流
沿
い
の
渓

畔
林
の
保
全
な
ど
が
該
当

・
シ
カ
の
食
害
や
踏
み
つ
け
に
よ
る
裸
地
化

を
防
止
す
る
な
ど
、
生
態
系
基
盤
の
劣
化

と
な
る
土
壌
の
流
出
に
留
意
し
、
長
期
間

に
わ
た
っ
て
適
時
、
適
切
な
間
伐
が
行
わ

れ
ず
、
下
層
植
生
が
衰
退
し
、
土
壌
が
流

亡
す
る
な
ど
機
能
が
低
下
し
た
人
工
林
に

つ
い
て
は
、
間
伐
の
実
施
に
よ
り
、
健
全

な
森
林
に
回
復
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

・
他
方
、
自
然
条
件
等
を
踏
ま
え
、
多
様
な

動
植
物
の
生
育
・
生
息
空
間
と
し
て
の
質

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
現
場
の
創
意
工

夫
に
応
じ
た
任
意
の
取
組
と
し
て
は
、

①
長
伐
期
や
複
層
林
へ
の
誘
導
な
ど
目
標

林
型
の
選
択

②
作
業
種
（
地
拵
え
、
植
栽
、
下
刈
り
・

除
伐
、間
伐
）毎
の
き
め
細
か
な
配
慮（
侵

入
広
葉
樹
や
枝
条
の
保
残
等
）
や
尾
根

筋
の
保
全

③
病
虫
獣
害
対
策
、
外
来
種
の
防
除
、
絶

滅
危
惧
種
等
の
保
全
な
ど
の
属
地
的
な

防
護
と
保
全
、
里
山
林
の
整
備
な
ど
が

考
え
ら
れ
る

と
いっ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
指
針
で
は
、
国
や
都
道

府
県
、
市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
も
次
の

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
国
は
、
本
指
針
に
基
づ
く
取
組
が
広
が
る

よ
う
、
先
進
的
な
取
組
事
例
の
普
及
を
図

る
と
と
も
に
、
有
用
な
情
報
の
提
供
や
技

術
的
な
助
言
等
の
支
援
、
さ
ら
に
は
本
指

針
の
森
林
経
営
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
森

林
計
画
制
度
の
運
用
へ
の
反
映
に
努
め
る

こ
と
が
重
要

・
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
地
域
森
林

計
画
や
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
お
い
て
、

現
場
で
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
生
物
多

様
性
の
保
全
に
配
慮
し
た
施
業
方
法
や
渓

畔
林
等
の
属
地
的
に
生
物
多
様
性
保
全

機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
森
林
の
エ
リ

ア
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
示
し
、
森
林
経

営
計
画
の
作
成
や
自
然
共
生
サ
イ
ト
へ
の

登
録
を
目
指
す
林
業
事
業
体
等
に
対
し
て

技
術
的
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
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指
針
を
踏
ま
え
た
当
森
林
組
合
で
の

  

今
後
の
取
組
方
向
の
考
察

1
で
紹
介
し
た
人
工
林
に
お
け
る
留

意
点
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
当
森
林
組

合
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
が
考
え
ら

れ
る
の
か
を
考
察
し
ま
す
。

当
森
林
組
合
で
は
、
森
林
施
業
方
針

と
し
て
標
準
伐
期
齢
（
ス
ギ
40
年
、
ヒ

ノ
キ
45
年
）
の
2
倍
の
林
齢
を
め
や
す

と
し
た
「
長
伐
期
」
で
の
主
伐
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

主
伐
期
を
迎
え
た
森
林
で
は
、
林
木

の一定
の
ま
と
ま
り
を一度
に
全
部
伐
採
す

る
「
皆
伐
」
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
防
災
機
能
を
維
持
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
で
き
る
だ
け
裸
地
化
す
る

面
積
を
小
規
模
に
抑
え
る
こ
と
を
重
視

し
、
主
伐
期
を
迎
え
た
森
林
の
区
域
内

で
、
部
分
的
に
伐
採
す
る
「
択
伐
」
を

選
択
す
る
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
択
伐
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
皆
伐
よ
り
も
小
面
積
で
の
伐

採
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伐
採
後
の
再
造

林
の
労
力
負
担
の
低
減
と
と
も
に
、
生

態
系
の
基
盤
で
あ
る
土
壌
の
流
出
抑
制

に
有
効
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

択
伐
後
の
再
造
林
で
は
、
生
物
多
様
性

を
高
め
る
た
め
に
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
広
葉
樹
の
植
栽
を
行
う
針
広
混
交
林

化
へ
の
取
組
も
考
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

一方
で
、
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
獣
害

対
策
が
欠
か
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
シ
カ
に
よ
る
植
栽
苗
木
の
食
害

被
害
は
北
摂
地
域
で
顕
著
で
し
た
が
、

大
阪
府
の
調
査
結
果
で
も
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
近
年
で
は
、
大
阪
南
部
地

域
で
も
シ
カ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
、
森
林
の
下
層
植
物
が
シ
カ

の
食
害
に
よ
り
、
林
地
の
裸
地
化
や
生

物
多
様
性
の
劣
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
シ
カ
の

生
息
区
域
の
拡
大
状
況
を
み
る
と
、
大

阪
南
部
地
域
で
も
北
摂
地
域
と
同
様
に

植
林
の
際
に
は
植
栽
苗
木
を
保
護
す
る

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
が
必
要
に

な
って
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

府
内
で
も
多
く
の
登
山
者
が
歩
い
て

い
る
大
阪
南
部
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー

ル
沿
い
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
周
辺
部
で
、

府
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

（
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種
）
に
分

類
さ
れ
る
希
少
な
蝶
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生

息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生

息
に
は
幼
虫
の
食
草
で
あ
る
ミ
ヤ
コ
ア
オ

イ
の
保
全
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ミ
ヤ
コ
ア
オ
イ
の
生
育
に
は
林
内
の
適

度
な
明
る
さ
が
欠
か
せ
な
い
と
言
わ
れ
て

お
り
、
生
育
地
周
辺
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

林
で
の
適
切
な
間
伐
実
施
が
必
要
と

な
って
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

指
針
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
関
係

行
政
機
関
に
お
い
て
も
留
意
す
べ
き
方

向
性
や
役
割
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
府
や
市
町
村
か
ら
の

指
導
や
技
術
的
助
言
を
得
な
が
ら
、
森

林
整
備
事
業
や
林
業
生
産
活
動
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 生物多様性をめぐる世界と我が国の主な動きについての年表 ※（国）：国内、（世）：世界
年 （出来事・取り組み） 動きの詳細動き
1992 （世）リオ・デ・ジャネイロ国連環境開発会議（地球サミット） 生物多様性条約の署名開始
1993 （世）生物多様性条約発効
1995 （国）生物多様性国家戦略の策定

2002 （世）第5回締約国会議（COP6）/オランダ（ハーグ） 生物多様性条約戦略計画策定
（国）新・生物多様性国家戦略の策定

2007 （国）第三次生物多様性国家戦略の策定
2008 （国）生物多様性基本法の制定
2010 （国）第10回締約国会議（COP10）/日本（名古屋） 新戦略計画策定と愛知目標の決定
2021
2022

（世）第15回締約国会議（COP15）
第一部/中国（昆明）、第二部/カナダ（モントリオール） 昆明・モントリオール生物多様性枠組の決定

2024 （国）森林の生物多様性高めるための林業経営の指針策定 外部有識者で構成の検討会で議論・取りまとめ

柏原市藤井寺市

富田林市

太子町

河南町

千早赤阪村

河内長野市

和泉市

高石市

岸和田市

貝塚市

熊取町

泉佐野市

泉大津市

阪南市

泉南市

忠岡町

岬町

田尻町

大
阪
狭
山
市

松原市

羽曳野市堺市

かつらぎ町

九度山町

岩湧山

和泉葛城山

犬鳴山

金剛山

大和葛城山

吉野川
橋本市

和歌山市
友ヶ島

飯森山

紀の川市

岩出市

和泉葛城山系

金
剛
山
系

御所市

葛城市

五条市

外来交雑シカ

大阪南部へのシカの分布拡大状況

出典：大阪府立環境農林水産総合研究所生物多様性センター作成のシカの生息情報チラシより

　大阪府南部で確認されてるシカの多くは、隣接する奈良県や和歌山県の金剛・和泉葛城山系から大阪府内
に侵入した個体だと考えられます。
　また和歌山県の友ヶ島（沖ノ島）には、過去に台湾から人為的に導入された外来交雑シカが生息しており、
その一部が本土側に侵入している可能性もあります。
　すでに大阪南部のどの地域でもシカが侵入しうる状況となっており、被害防止のためにも捕獲を進めてい
く必要があります。

和泉葛城山 吉野川
橋本市

和泉葛城山系

和泉葛城山系

岬町

和歌山市和歌山市

飯森山
かつらぎ町

和泉葛城山系

紀の川市

九度山町

かつらぎ町

和泉葛城山系

和泉葛城山系

和泉葛城山系

和泉葛城山系

〔凡例〕
シカ捕獲数（令和2年度）

0
1~10
11~25
26~50
51~100
101~

（頭）

林
業
経
営
に
お
け
る
森
林
の

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
る
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昨
年
の
く
み
あ
い
通
信
で
、「
大
阪

府
内
産
木
材
を
活
用
し
た
学
習
机
の
導

入
・
交
換
に
つ
い
て
」
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
泉
南
市
内
の
小
学
校

に
お
い
て
、
夏
休
み
期
間
に
木
製
の
天

板
に
交
換
し
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る

教
室
で
5
年
生
、
5
学
級
の
児
童
を
対

象
に
45
分
の
授
業
を
フ
ル
活
用
し
、
大

阪
の
森
林
と
木
材
利
用
に
関
す
る
森
林

学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
、
5
年
生
の
社
会
科
の
授
業
に

環
境
学
習
の
科
目
が
あ
り
、
組
合
職
員

の
質
問
に
も
適
切
な
回
答
や
、
多
く
の

質
問
が
あ
り
活
発
な
授
業
と
な
り
ま
し

た
。
昔
は
学
校
の
授
業
で
「
林
業
」
を

学
ん
だ
記
憶
は
な
く
、
将
来
へ
向
け
、

こ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
も
継
続
事
業
と
し
て

泉
南
市
立
の
小
学
校
7
校
で
計

8
0
0
枚
の
交
換
作
業
を
完
了
し
て

お
り
、
各
校
合
わ
せ
て
12
学
級
に
て
森

林
学
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
和
泉
市
に
新
設
中
の
小
中

一
貫
校
で
あ
る
槇
尾
学
園
（
仮
称
）
に

も
、
和
泉
市
ブ
ラ
ン
ド
木
材
の
「
い
ず

も
く
」
で
製
作
の
木
製
天
板
を
使
用
し

た
新
し
い
机
を
今
夏
に
無
事
、
納
品
し

ま
し
た
。

1
年
生
か
ら
9
年
生
ま
で
の
全
教
室

な
ど
で
合
計
4
3
6
基
が
納
入
さ
れ

て
お
り
、
夏
休
み
明
け
よ
り
先
行
し
て

新
校
舎
で
学
習
し
て
い
る
7
年
生
か
ら

9
年
生
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら

れ
る
真
新
し
い
学
習
机
を
実
際
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
天
板
の
表
面
に
は
「
い

ず
も
く
」
ロ
ゴ
が
焼
印
さ
れ
て
お
り
、

毎
日
、
生
徒
の
目
に
入
り
ま
す
か
ら
、

「
い
ず
も
く
」
が
記
憶
に
刷
り
込
ま
れ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

天
板
は
桧
材
を
使
用
し
て
い
る
の
で

従
来
の
物
よ
り
明
色
で
す
。
窓
か
ら
の

採
光
を
反
射
し
て
教
室
全
体
が
明
る
く

感
じ
ら
れ
、
気
持
ち
は
晴
れ
や
か
に
、

勉
学
に
よ
り
集
中
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
ま
す
。

天
板
に
は
硬
質
ウ
レ
タ
ン
塗
装
が
施

さ
れ
て
お
り
、
傷
や
汚
れ
に
は
強
い
の

で
す
が
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
、
先
生

方
か
ら
は
、
保
護
マ
ッ
ト
の
要
望
が
あ

る
よ
う
で
、
大
切
に
使
用
し
て
頂
け
て

い
る
の
だ
と
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
室
は
今
で
は
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
校
内
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
書
架
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
教
室
が
廊
下
や
階
層

で
分
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
き

な
1
つ
の
空
間
で
繋
が
っ
て
お
り
、
学

校
と
言
う
よ
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
よ
う
な
開
放
的
な
作
り
で
感
動
し
ま

す
。書

架
の
側
板
や
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
及

び
ス
ツ
ー
ル
は
圧
縮
材
の
材
料
と
し
て
、

ま
た
壁
板
や
ル
ー
バ
ー
に
も
「
い
ず
も

く
」
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
素
晴
ら
し
い

学
び
舎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
4
月
に
は
全
面
開
校
が
予

定
さ
れ
て
お
り
1
年
生
か
ら
6
年
生
も

供
用
開
始
と
の
こ
と
。
地
元
木
材
で
あ

る
「
い
ず
も
く
」
へ
の
愛
着
で
興
味
を

抱
い
て
も
ら
う
た
め
に
も
素
材
学
習
の

実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
提
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教育の場における教育の場における

木材利用木材利用
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昨
今
、
多
様
化
す
る
木
材
需
要
へ
の

対
応
と
林
業
の
収
益
性
改
善
に
つ
な
が

る
新
た
な
樹
種
と
し
て
、
早
生
樹
種
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
島
支
店
管
内

で
は
、
茨
木
市
安
威
地
区
に
て
地
元
の

生
産
森
林
組
合
の
主
導
に
よ
り
、
早
生

樹
種
の
一
つ
で
あ
る
セ
ン
ダ
ン
の
育
成

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
背
景
と
し
て
は
、
同
地
区
内
に
お
い

て
森
林
経
営
計
画
の
も
と
、
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
施
業
と
と
も
に
広
葉
樹

施
業
と
し
て
ク
ヌ
ギ
の
試
験
植
栽
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
令
和
3
年
度
に

さ
ら
な
る
ク
ヌ
ギ
林
の
拡
大
を
目
的
に
、

地
区
内
の
放
置
竹
林
の
皆
伐
地
で
大
規

模
な
植
栽
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
翌
年

の
春
に
サ
ル
に
よ
る
食
害
を
受
け
、
苗

木
が
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

経
過
を
大
阪
府
の
林
業
普
及
指
導
員
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
現
地
に
セ
ン
ダ
ン

が
自
生
し
て
お
り
、
食
害
を
受
け
て
い

る
様
子
も
な
い
こ
と
か
ら
育
成
を
勧
め

ら
れ
、
試
験
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
セ
ン
ダ
ン
は
セ
ン
ダ
ン
科
セ
ン
ダ
ン

属
の
落
葉
高
木
で
、
同
科
に
は
マ
ホ
ガ

ニ
ー
類
や
香
椿
（
チ
ャ
ン
チ
ン
）
な
ど
、

家
具
や
工
芸
品
の
材
木
と
し
て
有
用
な

も
の
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
成
長
が
非

常
に
早
く
、
植
栽
か
ら
20
年
程
度
で
樹

高
12
m
、
胸
高
直
径
35‌

cm
ほ
ど
に
な
り

ま
す
。
自
生
す
る
セ
ン
ダ
ン
の
樹
形
と

し
て
は
樹
幹
が
高
さ
数
m
程
度
で
二
又

以
上
に
な
り
、
通
直
な
材
を
得
る
に
は

芽
か
き
な
ど
の
手
入
れ
が
必
須
で
す
。

材
の
表
面
は
年
輪
と
赤
身
が
目
立
ち
、

キ
リ
や
ケ
ヤ
キ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
の
代
替
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
生
育
の
特
徴
と
し
て
、
国

内
各
所
に
自
生
す
る
も
の
の
、
冬
季
の

低
温
に
は
め
っ
ぽ
う
弱
く
、
土
壌
の
養

分
・
水
分
の
要
求
度
が
非
常
に
高
く
な

り
ま
す
。
谷
筋
の
よ
う
な
斜
面
の
下
部

や
平
地
で
は
成
長
が
よ
い
一
方
で
、
斜

面
の
中
～
上
部
で
は
成
長
が
悪
く
な
り
、

生
育
に
偏
り
が
生
じ
や
す
い
樹
種
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
陽
光
を
常
に
要
求
し

て
お
り
、
樹
下
植
栽
は
成
長
不
良
と
な

る
ほ
か
、
日
当
た
り
が
悪
い
と
周
囲
の

草
や
木
に
被
圧
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
国
内
で
は
熊
本
県
が
施
業
・
利
用
の

先
進
事
例
地
で
あ
り
、
様
々
な
研
究
成

果
や
育
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
生
産
森
林
組
合

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ

つ
、
模
索
し
な
が
ら
、
自
主
的
な
活
動

に
よ
っ
て
芽
か
き
な
ど
の
保
育
作
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
本
年
7
月
、
地
元

の
生
産
森
林
組
合
が
熊
本
県
へ
の
視
察

研
修
を
企
画
し
、
三
島
支
店
職
員
と
府

職
員
も
同
行
し
ま
し
た
。
二
日
間
の
行

程
の
中
で
先
進
地
に
お
け
る
セ
ン
ダ
ン

造
林
の
生
育
状
況
や
活
用
事
例
の
知
見

を
今
後
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
熊

本
県
林
業
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
と
セ

ン
ダ
ン
の
取
り
扱
い
の
あ
る
地
域
の
家

具
メ
ー
カ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
成
木

と
な
っ
た
セ
ン
ダ
ン
の
状
況
と
、
そ
れ

を
使
っ
た
製
品
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と

で
、
セ
ン
ダ
ン
の
樹
種
と
し
て
の
有
用

性
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
施

業
方
針
を
検
討
す
る
う
え
で
大
い
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　
未
だ
活
用
例
が
少
な
い
早
生
樹
種
で

す
が
、
短
い
生
育
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
造

林
コ
ス
ト
の
低
減
や
投
資
資
金
の
早
期

回
収
、
炭
素
固
定
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
木
材
需
要
に
大
き
く
貢
献
す
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
組
合
と
し

て
も
今
回
の
研
修
と
育
成
を
進
め
て
い

く
中
で
得
ら
れ
る
知
見
を
活
か
し
て
、

今
後
も
地
域
に
適
し
た
山
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小学 5年生への森林教育

槇尾学園に納品した机と「いずもく」のロゴ

メディアセンターの木製書架

熊本県林業研究・研修センターで生育するセンダン センダンの芽かき作業

茨木市安威における
センダンの取り組みに
ついて
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■今秋から今冬にかけてのイベントスケジュール

施設名 イベント名 内容 開催日 申込

ラ・フォレスタ ステンドグラスと河内材の
冬景色のライトスタンド

キャンドルライトの光が幻想的な
スタンドパネルを作ります

11/21,23~24
13：00〜16：30

各回定員6名
参加費3,800円〜

4,000円

木根館 季節のワンコイン
干支シリーズ「巳」

大好評の干支シリーズ
来年の干支「巳」を作ります

12月1日より
先着順

申込不要
先着100セット
参加費500円

木根館 かんなのはな
「森のクリスマスツリー」

大きな松ぼっくりをベースにドライ
フラワーや木の実とかんなのはな
でクリスマスツリーをつくります

12月8日(日）
9：30〜15：00

11/8申込開始
先着20名

参加費3,500円

木根館 お正月飾り
「門杉（カドスギ）」

ヒノキやスギの葉、南天などをアレ
ンジしてお正月飾り「門杉（カドス
ギ）」を作ります

12月22日（日）
9:30〜13:00

11/7申込開始
先着12名

参加費3,000円

木根館 薪で焼き芋を焼こう
薪の種類を学びながら焼き芋を味
わいます。お芋4本ほか材料費を含
みます（1組最大5名まで）

1月27日（日）
10:00〜11:30
14:00〜15:30

12/7申込開始
各回3組

参加費2,000円/組

木根館 ラ･フォレスタ木根館 ラ･フォレスタ
イベント情報イベント情報

Facebook／ホームページをご覧ください

●ラ・フォレスタ  ☎0721-72-0090
ホームページ▶http://www.sinrin.org/foresta/
●木根館 ☎0721-64-8151
ホームページ▶http://www.sinrin.org/kinkonkan

　季節は秋から冬へ。
　木根館とラ・フォレスタも季節を感じら
れるイベントの開催が盛りだくさん。
　年末を彩るのはステンドグラスと河
内材で作る「冬景色のライトスタンド」と
かんなのはなの「森のクリスマスツリー」。
家族団らんで過ごすクリスマスにはぴっ
たりのアイテムです。
　昨年も開催し好評を博した「門杉」や
干支シリーズ「巳」も新年を飾る縁起物と
して喜ばれる一品となること間違いなし。
　1月には奥河内の異なる種類の薪で
焼き芋を焼くイベントも。1組5名まで参
加できるので仲間で薪の学びと焼き芋
つくりに興じてみては。

本
号
が
お
手
元
に
届
く
こ
の
頃
、
府

内
各
地
で
農
産
物
の
収
穫
期
に
合
わ
せ

て「
農
業
祭
」
や「
農
林
業
祭
」
な
ど

と
銘
打
ち
、
直
売
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

も
地
元
市
町
村
に
つ
い
て
は
よ
く
ご
存

じ
か
と
思
い
ま
す
。

森
林
組
合
で
は
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
に

（
農
業
・
農
産
物
だ
け
で
な
く
）
林
業
・

林
産
品
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
木
製
品

販
売
や
木
工
体
験
、
森
林
林
業
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
森
林
組
合
の
職
員
の
多
く

は
、日
頃
、現
場
作
業
や
事
務
作
業
に
従

事
し
て
い
る
の
で
、
展
示
販
売
の
売
り

子
を
し
た
り
、
子
ど
も
に
工
作
指
導
を

す
る
の
は
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
じ
か
に
市
民
の
方
と
対
話
す
る

こ
と
は
と
て
も
新
鮮
な
気
分
で
す
。頑

張
っ
て
丸
太
切
り
を
し
て
い
る
子
ど
も

に「
上
手
だ
な
あ
、
将
来
は
木
こ
り
に

な
れ
る
な
！
」と
言
っ
て
、笑
顔
で
喜
ん

で
く
れ
た
と
き
に
は
、〝
地
元
に
定
着
し

て
林
業
す
る
の
は
い
い
仕
事
だ
な
〜
〞

と
再
認
識
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。木

工
体
験
で
日
頃
、
木
に
触
れ
る
こ
と
が

少
な
い
子
ど
も
が
一
心
不
乱
に
工
作
し

て
い
る
の
を
見
守
る
親
御
さ
ん
が
い
る

と
思
え
ば
、
子
ど
も
の
作
業
を
手
伝
っ

て
い
る
う
ち
に
熱
中
し
て
き
て
、
い
つ

の
間
に
や
ら
主
役
に
な
っ
て
金
づ
ち
を

振
る
う
お
父
さ
ん（
と
そ
れ
を
傍
観
す

る
子
ど
も
！
）
の
姿
も
と
て
も
微
笑
ま

し
い
で
す
。

ま
た
高
槻
市
農
林
業
祭
で
は
林
業
機

械
の
実
機
展
示
・
試
乗
と
実
演
見
学

（
1
日
2
回
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。最
初

は
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
重
機
の
騒
音
を
聞
い

て
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
す

が
、チ
ェ
ン
ソ
ー
で
丸
太
を
伐
採
し
、さ

ら
に
専
用
重
機
が
丸
太
を
玉
切
り
し
、

材
を
掴
み
回
し
て
、
ダ
ン
プ
に
積
み
込

む
一
連
の
作
業
が
展
開
す
る
と
、
歓
声

が
上
が
り
ま
す
。日
頃
、林
内
で
誰
に
見

ら
れ
る
こ
と
な
く
作
業
を
し
て
い
る
の

で
、
衆
人
環
境
で
の
作
業
は
と
て
も
緊

張
し
ま
す
が
、
興
味
深
そ
う
な
眼
差
し

を
一
斉
に
浴
び
た
り
、
重
機
の
運
転
席

に
座
っ
て
嬉
し
そ
う
に
レ
バ
ー
や
ス

イ
ッ
チ
に
触
れ
て
喜
ぶ
表
情
を
見
る

と
、憧
れ
を
持
っ
て
も
ら
え
る
技
術・作

業
な
ん
だ
と
誇
り
を
持
て
ま
す
。

一
方
、イ
ベ
ン
ト
に
は
、農
家
の
方
も

多
数
出
品
さ
れ
て
い
る
の
で
、
農
家
林

家
で
あ
る
森
林
組
合
員
の
方
が
森
林
組

合
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。久
々
に
再
会
し
た

り
、雑
談
し
た
り
、相
談
を
受
け
た
り
…

と
い
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
皆
さ
ま
と

の
繋
が
り
を
実
感
し
ま
す
。

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
は
各
地
で
11
月
を

ピ
ー
ク
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
左
表
が
開
催
予
定
で
す
。お
近

く
の
方
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

各
地
と
も
イ
ベ
ン
ト
全
体
の
構
成
だ

け
で
な
く
、
森
林
組
合
の
出
店
内
容
も

違
い
ま
す
の
で
、
見
比
べ
て
み
て
も
面

白
い
で
す
よ
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
終
わ
っ
た
市
町
村
で

も
、来
年
開
催
さ
れ
た
と
き
に
は
、継
続

し
て
出
店
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

秋のイベントに秋のイベントに
参加・出展参加・出展
しています！しています！

友達登録いただくと「木工体験100円引きクー
ポン」をプレゼント中。その他イベント情報などを
お届けしています。

QRコードを読み取り
「kinkonkan-木根館」を
追加して登録

ID検索で
「＠506ykozq」を入力して登録

LINE公式アカウントはじめました

登録方法①

登録方法②

「門杉」 干支シリーズ「巳」

「薪で焼き芋を焼こう（イメージ）」

丸太切り体験

木工クラフト体験

林業機械のデモンストレーション

■ 組合が出展する秋季イベント一覧

豊能支店 11/30 箕面市農林業祭

三島支店
11/17 高槻市農林業祭
11/23 島本町農林業祭
11/23～24 茨木市農林業祭

南河内支店 12/7 千早赤阪村農林商工祭

泉州支店

11/17 槇尾っ子の会
11/23 岸和田市農業まつり
11/24 貝塚市農業まつり
2/1 和泉市農林業まつり
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　国連は「1年間を通じて、平和と安全、開
発、人権/人道の問題など、ひとつの特定
テーマを設定し、国際社会の関心を喚起し、
取り組みを促すため」に「国際年」を定めて
おり、その一環として昨年12月に2025年
を国際協同組合年（International Year 
of Cooperatives：IYC）とすると宣言しま
した。
　このことは、すべての国連加盟国に対し、
「協同組合を振興し、持続可能な開発目
標の実施と社会・経済開発全体に対する
協同組合の貢献に対する認知を高める方
法として『国際協同組合年』を活用するこ
とを促す」としたうえで、協同組合の人間ら
しい雇用の創出、貧困と飢餓の解消、教育、
社会保護、金融包摂、手ごろな価格の住宅、
包摂的な社会の構築などへの貢献を支援
することを求めています。

IYC2025全国実行委員会の 
設立とその活動

　国内におけるIYC2025の実践主体とし
て、全国実行委員会を立ち上げ、以下の活
動目標を掲げています。
①�協同組合に対する理解を促進し、認知
度を高めること
②�協同組合の事業・活動・組織の充実を通
じてSDGs達成に貢献すること
③�地域課題解決のため協同組合間をはじ
め様々な組織との連携を進めること
④�国際機関や海外の協同組合とのつなが
りを強めること

　また国会・政府など、次の項目について
の働きかけを行うとしています。
①国会決議～諸制度整備への機運醸成～
②国連への働きかけ
③�学校教育の取り組み～協同組合を取り
上げるよう求める～　
　また自ら、次の項目について実践すると
しています。
①シンポジウムの開催
②�第103回国際協同組合デー記念中央集会
③若年層への発信
④大学寄附講座拡充の取り組み
⑤IYC2025の賛同者を募り発信

「学び」「実践」「発信」

全国の協同組合・連合会・全国組織・関係
組織においても以下に取り組むことを呼
び掛けています。
①2025国産協同組合年についての共有
②�｢協同組合のアイデンティティ印鑑するICA
声明」の学習
③�持続可能な社会の実現に向けた自組織
の取り組みの学習
　さらに上記の「学び」「実践」「発信」のい
ずれかに重点を置き、行動することとして
います。

　当組合が加盟する大阪府協同組合・非
営利協同セクターにおいては、IYCの大阪
実行委員会として、様々な取り組みを進め
ていく予定としています。

　このコーナーでは、普段、街で暮らしていると知るこ
とができない森林・林業について、新人林業士である私
（岡）が学んだことをレポートとしてまとめていきます。
第3歩目は、山の歩き方です。歩き方といっても、作業
や管理であれば、まだ道がついていない山中ですし、
調査の場合は林道など様々です。林業で働く人は山
の中を歩くとき、何を見て、何に気を付け、どのように
歩いていくのでしょうか。3人の方にお話を伺いました。

技能職員の林さんの話

①獣が通った形跡のある道を歩く、②チェーンソーや
刈払機など重いものは山側の肩に担ぐ、③水場がある
と蛇や蜂がいる可能性が高いので気を付ける、④近く
にある細い立木を切って杖にする、⑤足元にある石は

動くかどうか確認し周囲の人に伝える、⑥スパイクが
ついた靴で滑りやすい石や皮が剥けた木の上には乗
らない　などのポイントを教えていただきました。現
場の方は毎日通うことになるので、あらかじめ危険な
箇所は確認や排除をしておくようですね。

現場管理の武山さんの話

①急傾斜の先にある目的地に対して直線的に歩かず
上りも下りもジグザグに歩く、②歩幅は狭くする、③立
木など支えになるものを見つける、④所有者の境界の
杭に注意する　などのポイントを教えていただきまし
た。業務に応じて、地形や水の流れなど見るべきポイ
ントは変化し、今回のインタビューの文字数では収ま
らないそうです。時にはGISという地理情報システム

と照らし合わせながら歩くこともあります。

植物や生物の調査をされる栗本組合長の話

「まずはゆっくり歩くことが大切。林道を歩けば、その山
の中の植生がおおよそ把握できる。林道沿いの草木
は手入れがされ、光が当たるため、植物が多い。近年
は林床が暗い場所も多い。光が入る林道は植物・生物
の逃げ場にもなっている。また現場作業の人とは違い
植生調査には明確な目的地がない。」とのことでした。
　同じ山の中で活躍される3人ですが、業務や目的に
よって歩き方が違うことがわかりました。詳しい内容は
このレポートに入りきらないので、ぜひ近くの森林組
合職員に聞いてみてください。

　木材加工時には、できるだけ歩留まりを
高めて、木材の有効活用を図るよう心掛け
ていますが、注文の寸法などに合わせて
カットすると、どうしても端材が生じてしま
します。
　丸棒加工も同様で、生じた端材は輪切り
にして、コースターなどとして販売してい
ましたが、もう少し付加価値を高めてみよ
うと、太鼓挽きにした丸棒端材にムーブメ
ントを組み合わせて時計を製作しました。
　裏面はムーブメントが出っ張らないよう掘り込み、盤面はレーザー加工
としました。
　丸棒ですので、盤面に節が出るものもありますが、痘痕もえくぼで、そ
れが良い風合いを醸し出していると自負しています。
　まずは今年の総代会に出席いただいた総代及び来賓への記念品として
お配りし、「可愛らしい時計ですね」と評判も上々。
　販売用にも弱冠数、製作していますので、一般の方からの声も参考にし
ながら、次の商品の製作に繋げていきたいと考えています。
　今回、「木になる時計」の製作を記念して、5名の組合員の方にプレゼン
トいたします。
　応募方法は以下のとおりです。

応募はハガキもしくはメールで受け付けます。
ハガキでの応募はくみあい通信の最終ページ下部に記載の住所宛に、
メールでの応募は同じく記載されるメールアドレス宛に「くみあい通信47
号プレゼント希望とお書きいただき、ご住所・お名前・ご連絡先を記載のう
え、どしどしご応募ください。
なお当選者のお知らせは、商品の発送をもってかえさせていただいます。
※�ご応募いただいた個人情報は、当該企画以外には使用いたしません。

応募方法

端材を活用「木になる時計」
5名様にプレゼント

組合のSNSには情報満載
組合の情報発信の新たな媒体の
「X」と「インスタグラム」には、組合
が取り組んだ事業や現場施工の話
などタイムリーな情報満載です。ぜ
ひフォローしてください。

組合の日常を発信  SNS

instagramX

山の見え方が変わる!? 新人林業士レポート

木になる時計

2025国際協同組合年（IYC2025）について


